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新年 祝 人 賀 


親愛 な る ムスリム の 皆様 。 国 家 と いう も の を 
生か し て いる も の は 、 宗 教 や その 人 々 の 価値 で す 。 
国家 の 存続 は 、 そ れ ら の 価値 を 次 の 世代 に 受け 継 
が せる こと に か か っ て いま す 。 私 た ち は 歴 史 に 、 
他 民 族 の 模 條 に 走り 、 宗 教 的 、 民 族 的 アイ デン テ 
ィ テ ィ を 失っ た 国家 が 、 地 図 上 か ら 消 え 去 っ た 例 
を 見 る こと が で きま す 。 だ か ら 、 あ る 国家 を 内 部 
的 に 崩壊 させ る こと を 望 
む 者 は 、 信 仰 や 道徳 、 民 
族 と し て の 価値 を 崩壊 さ 
せる こと を 、 最 初 の ステ 
ッ プ と する の で す 。 

親愛 な る ムスリム の 皆 
様 。 愛情 、 敬 意 、 社 会 生 
活 の 、 調 和 を も つ 〇 健全 な 
も の と し て の 継続 、 若 者 、 
子供 た ちの 育成 に お いて 、 宗 教 的 価値 と 民族 的 文 
化 の 果たす 役割 は 大 き な も の で す 。 

特に 、 若 年 層 を 、 こ れ ら の 価値 に 応じ た 形 で 
育成 する こと は 、 非 常に 重要 で す 。 な ぜ な ら 若 者 
た ち が 宗 教 的 、 道 徳 的 価値 か ら 遠 ざさ か る こと は 、 
法 に 従っ た 慣習 、 そ し て 習慣 に 適さ な い 行動 を 身 
に つけ 、 有 害 な 風潮 、 習 慣 の わな に 陥っ て し ま 2 う 
道 が 開か れる こと で ある か ら で す 。 だ か ら 、 私 た 
ちの 未来 の 保障 で ある べき 若者 た らち を 、 精 神 的 、 


文化 的 価値 に あふ さわ し い 形 で 育て る こと は 、 父 母 、 


教育 者 、 そ し て 社会 と し て 私 た ち 全 て の つと め な 


の で す 。 アッラー は 、 宗 教 的 、 道 徳 的 基盤 を 守り 、 


を 保持 する こと を 焦 じ られ 、 次 の よう に 仰せ られ 





て お られ ます 。 「 本 当 に これ は われ の 正しい 道 で 
ある 。 そ れ に 従い な さい 。 ( 外 の ) 道 に 従っ て は 
な ら な い 。 そ れ ら は か れ の 道 か ら あ な た が た を 離 
れ 去 ら せ よ う 。 こ の よう に 役 は 命じ し られ る 。.」 
(家畜 章 第 153 節 ) 

親愛 な る ムスリム の 皆様 。 新 年 を 祝う と いう 
名 目 で 行わ れる 集まり 、 催 し に は 、 ム スリ ム の 御 
点 か ら は 、 宗 教 的 、 文 化 的 、 
伝統 的 な 土 如 は あり ませ ん 。 
さら に は 、 こ うい っ た 集 ま 
り で は 、 知 性 や 健康 を 田 か 
す 飲 酒 や 、 家 族 の 経済 を 倒 
綻 さ せる ば くち 、 浪 費 が つ 
きも の と な り ま す が 、 こ れ 
を どう 弁解 で きる で し ょ 2 う 
が か 。 

だ か ら 、 宗 教 的 、 文 化 的 基盤 を 存続 させ る 

よ の 。 つ の る め ま し 9。 て し で これら を 火 世 代 に 
伝え る よう 励み まし ょ う 。 新年 の 祝い を 口実 と し 
た 、 ア ッ ラ ー や 使徒 ( 彼 の 上 に 平 放 あ れ ) が お 豆 
びに は な られ な い 行 動 の か わり に 、 過 ぎ た 年 月 に 
行っ た こと を 振り 返り 、 新 し い 年 に お いて いか に 、 
も っ と いい 方 向 性 を 見 出す こと が で きる か 、 考 え 
5 の 

この 機械 に 皆様 方 の ヒジ ュ ラ 暦 の 新年 を 祝福 
し 、 西 暦 の 新年 に お いて 健康 と 幸福 を 願い ます 。 
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